
芹ヶ谷公園“芸術の杜”

“芸術の杜”とは

まるで公園全体がおおきなミュージアムの

ように、多様な文化芸術の活動や公園の豊

かな自然を体験しながら、みんなが学び楽

しむことができる新しい体験型の公園とな

ることを目指しています。

①せせらぎ
②虹と水の広場
③多目的広場
④日本庭園
⑤森の丘
⑥冒険遊び場
⑦南口アプローチ
⑧ひだまり荘
⑨冒険広場
⑩アーチの泉
⑪大池
⑫芝生広場
⑬花見広場
⑭カキツバタ園
⑮湧水と流れ
⑯花木園、藤棚
⑰レストコーナー
⑱自然保護園

芹ヶ谷公園

・町田駅から北東に約700ｍ

・市街地のシンボル的な公園

・自然豊かで市民の憩いの場

・町田市立国際版画美術館や
園内に芸術作品（オブジェ）
があり、アートを感じられる
・町田さくらまつり、ゆうゆう
版画美術館まつりなども実施
されている。

「公園と美術館の一体的な運営」

芹ヶ谷公園と美術館をそれぞれ単体として捉えるの

でなく、「芸術の杜」という大きなテーマの中で一

体的な整備・運営を行なうことで、公園という市民

に開かれた身近な空間が多様なアートに親しむ入り

口となることを目指します。

「子ども」と「体験」
幼いころから楽しみながら多様なアート（作
品・活動）に触れることで、多様な価値観を
受容する感性や、自分の力で豊かに表現する
力を育む場を提供する。

「体験」とは、「工芸」に限定されるものでは
なく、“芸術の杜”にふさわしい子どもたち
が多様なアート活動に五感を通じて触れられ
る機会や場を創造する。

中心市街地との回遊性

「町田市中心市街地まちづくり計画」の３「周

辺資源をみがきまちの魅力として活かすプロ

ジェクト」

中心市街地と公園の回遊性を高め、まちの賑わ

いが芹ヶ谷公園まで連続することで、まちなか

と公園が一体となった空間づくりに取り組んで

ます。

イメージ図
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芹ヶ谷公園再整備（１期～３期）
基本設計 ２０１９年～２０２０年（２・３期）
実施設計 ２０２５年（２期）

コンセプト
芹ヶ谷公園の最大の特徴である谷地形を活かし、自然とともに人々の活動が生まれる場を創出

第1期 整備区域

【主な整備内容】
園路・広場、大型すべり台、多目的
グラウンド、駐車場、トイレ、防災
施設等（かまどベンチ、マンホール
トイレなど）

第1期整備区域
（整備済み）
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（仮称）国際工芸美術館
実施設計 ２０２１年～２０２３年

構造規模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
地下１階／地上３階
高さ・面積16.99ｍ
延床面積2182.35㎡ ・ 308.61㎡（EV棟）

コンセプト
博物館が所蔵する美術品のうち、国内でも秀でた
貴重なコレクションとして特に高い評価を受けて
いる「ガラス」と「陶磁器」に絞った（仮称）国
際工芸美術館を整備する

主な機能

美術品の収蔵、企画展示、常設展示

（仮称）公園案内棟/喫茶/版画工房/アート体験棟

実施設計 ２０２２年～２０２４年

構造規模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造
地下1階／地上２階
高さ・面積 8.79ｍ
延床面積999.70㎡

コンセプト
工房機能を中心に、多様な世代の人々がアートに触
れ合うことができる機会を提供する。また“芸術の
杜”の総合案内や創作・体験活動が集約した玄関口
として、アートや芹ヶ谷公園の情報・魅力を提供する

主な活動内容
版画制作・陶芸体験・ガラス体験
“芸術の杜”の情報発信
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公園エレベーター棟

アート出会いの広場
国際版画美術館の１階の一部を改修し「アート出会い

の広場」を整備
基本設計 ２０２０年

コンセプト
公園と連続するひらかれた美術館として、公園、
国際版画美術館、国際工芸美術館をシームレス
につなぎ、美術館の新たな顔となる導入空間

主な活動内容
学芸員による気軽なギャラリートーク、公開制作
美術館の導入展示、パフォーマンスアートなど

基本・実施設計
２０２３年～２０２４年

コンセプト
公園内の高低差を解消するエレベーター

整備内容
エレベーター（自転車2台乗入可）
デッキ（幅３ｍ、長さ約４０ｍ）
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